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A 拡大 伊賀市国際交流協会が設立されて、市内全域に活動範囲が広がり、今後も多文化共生・国際交流の推進をめざして積極的に事業を展
開していけるよう行政が支援していくとともに、伊賀市国際交流協会として一体感を持たせるために組織改革を検討する。
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行政の多文化共生施策だけでは、多文化共生・国際交流の推進はできず、これまで地域国際化の推進を担ってきた国
際交流協会の協力は必要不可欠であり、地域住民の多文化共生・国際交流に関する意識の高揚と普及を図るため、今
後も活動に対して積極的に支援を行う必要がある。

国際交流協会の活動は、地域住民がお互いに交流ができ、共生できる社会をめざすため、行政ができていない部分を補
うようにして行っている。市民が多文化共生・国際交流に関心を持ち、誰でも気軽に参加できる場として国際交流協会が
果たしている役割は大きい。

当初計画した事業を全て実施することができた。特に2008年は日本ブラジル交流年として、「伊賀市国際交流フェスタ
2008」を市民夏のにぎわいフェスタと同時開催することで、多くの市民に多文化理解を促すことができた。また、市内に住
む外国人住民がスタッフとして参加し、日本人スタッフと協働して開催することができた。

市の財政上、補助金額は減額となったため、事業の見直しを行い、国際交流研修事業を廃止することで対応した。しか
し、これ以上の減額は、地域の多文化共生・国際交流の推進を後退させることに繋がるため、根本的な事業の見直し、参
加費や負担金の増額を検討しなければならない。
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２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 単独 事業類型

-

多文化共生事業
国際交流事業
広報活動事業
国際交流員事業
地区活動事業

　これまで旧市町村国際交流協会（現地区委員会）が行ってきた
事業を、多文化共生事業と国際交流事業に振り分け、伊賀市国
際交流協会として一体感を持つように見直した。しかし、依然とし
て地区間で意見の相違がみられ、イベントの周知が上手にでき
なかった。そのような状況の中、少数ではあるが地域の枠を超え
て活動に参加し始めてきている。
　また、世界的な景気後退が、外国人住民の生活に影響を与え
ていることから、地域国際交流協会が果たす役割、期待感が高
まっている。これまで以上の行政の支援が望まれる。
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